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た ｡ 過去 2年間だけをふ b返ってみても,S-a_関係では′J＼川氏 (京大)超伝
導関係では都築氏 (九大),木村氏 (金訳大) ,佐藤氏 (東北大),itene-
rantmagnetism関係では大畠氏 (東大) ,'宋崎氏 (九大)メ,高橋氏 (`名大)
中央氏 (北大) electron-phonon関係では長井氏 (九大) He関係では碓
井氏 (名大) ,恒藤氏 (京大)等が半年か ら一週間程度滞在 して我々の研究室
の議論に加わっていただきました｡
豊沢研究室
構成 メンバーは,選択塵 ,(教授),張紀久夫 (助手),大川薦子 (技官),
住斉 (D2) ,菅野洋輔 '(Dl)の5人で,皆V?ろいろ夜ことに興味を.もって
いますが,現時点では,皆の位相がかをbよく斬ってきて,電子格∵子相互作･用
の理論的研究を,各々が違った角度か ら進めています｡'｢働 起子スペク トルに
おけるフォノン構造,Urbach-Martienssen則 ｣,｢脚 起子の自縄自縛 と
光学スペク トル ｣, ｢低次元系での電子格子相互作用 ｣,r不純物の光吸収に
おけるフォノンサイ ドバァ ドとそこに現われる,Van Hove特異性の変態 ｣,
｢不純物の光吸収における Ja叫 +Tel･11'eナ効果と外場下での二色性スペク ト
ル｣等,光学スペク トルに関係 したものが多いのですが,-これは農富を実験デ






し合 うように努めています｡ (張 )
菅野研究室
界面物性 とい う風変 bを部門に属 し,しか も部屋には分子理論 と,Vb,う標札が
かけ られているが,中味は名前 とは関係を く絶縁体結晶 (主に磁性体)の分光
学をテーマとしている｡ 部門名は研究所創立当時の遺物にす ぎず,I.'現在の物性





助手だけのいささか淋 しい ものであったが,今年度にをって大学院生 2人が加




素材か ら問題を塘 b起すや 9万を採用 している｡ 具体的研究課題 として5年程
前か ら磁性化合物の分光学的研究をとb上げておD,現在,磁性化合物におけ
る励起子および励起子 とマグノンの同時励起の問題を,稀土類オーソクロマイ
ト (RJcroS:Rは稀土類 イオン) を主を対象 として具体的に調べているo こ
の物質は一見複雑に思われるが,上述の問題の研究に対 して多様です ぐれた素
材を提供 してくれる｡ 素材の供給源はNHK基礎研の磁気分光研究 グループで
あるO 励起子に関する仕尊は一応まとめの段階好一あるが,励起子 とマグノンの
同時励起の問題には未解決夜点が残っている｡ 磁性化合物における励起子は主
にアレンケル型であって･局在 した多電子間の相互作用が よく取入れ られてい
るが,励起電子が相当のひろがbを持っている場合に,残された不完全穀電子
間の相互作用をきちんと取扱 うことは磁性半導体の問題等 と関連 して墓要だと
思われる｡ 現在行をっているアレンケル励起子の延長線上 に,このようを問題
を考えている｡
一方,秋元 (助手)は ワニエ励起子の基礎理論とい ういささか古い問題のい
わば改訂版を作ろ うと,まとめの最中である｡励起子の理論は電子 ･正孔対の
相対運動 とい う一体問題の枠内で発展がをされ,磁場 ･電場 ｡応力 .不純物等
の外場効果,5重項励起子,縦波励起子,2電子励起,ボラくりトンといった多
彩を分光学的興味はそのつ ど理論の中K.組込まれてきたが,それらを誘電関数








しているO これは励起子間の相互作用を扱 うのに不可欠で香 って,花村氏の高
密度励起子の理論を土台か ら固めてい こうとい うものである｡
東工大か ら移った里子'(D･C･)紘,は じめ FeCC2の遠赤外吸収の解析を
行75:って,反強磁性共鳴吸収の 2倍の周波数をもつ ピークが 2マグノンの磁気
双極子遷移に よるものであることを明 らかにしたが,現在はさらに進んでマグ
ノン束縛状態の問題に取組んでいる｡ この問題はこれまでにか夜b手をつけ ら
れてはいるが,群論に堪能を彼は,ス ピン- ミル ト-アンにいき夜.bグリーン
関数法を適用 して腕力で計算するとい うや 9万に不満 らしく,対称性 とスピン
間相互作用機構の物理的考察 とか ら2体の有効- ミル ドニアンを作 D,Lこれを
用いて, 2マグノンおよび翻起子マグノン束縛状態を系統的に取扱お うとして
し-,る｡





中で,東北大金研 ･東大理 D京大層 の 5グループと共同で行希われた GaSe
を中心 とする層状半導体の励起子磁気光効果の実験 ･理論両面か らの研究は規
模の大 きい ものであったO強磁場中でワニエ紳起子のスペク トルが ランダウ準
位 間の吸収スペク トルとどのように共存するか とい う点咋的を しぼったこの研
究 も,京都の半導体国際会議で一応終給 した■ようだが,い くつかの残された問
題は研究に参加 した一人一人の胸中に今夜か くすぶっている感がある0
昨年は京大の川崎氏を迎えて,マグノンサイ ドバン ドの温度変化についての
討論が繰 b拡げ られた｡ 磁性絶縁体において励起子 とマグノンの伺時励起 によ
る光スペク トルが臨界点のかをb上まで見 られるとい う事実を,ス ピン相関の
取扱いに手をれた磁性研究者 と共に解明 しようとい うもので.あるが,定量的に
満足の得 られる所打はまだ達 していない｡
夜か今年の秋に,かつてマグノンサイ ドバン ドを初めて発見 したスタンフォ/
ー ド大学のグループの一員であって,現在磁性体の励起子吸収やそのサイ ドバ
ン ドにおける磁気円二色性に関 して,す ぐれた実験的研究を行をいつつある
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W･M.Yen氏 (現在 ウィスコンシン大)が来室することに覆っておb , , 研究室




守谷は ここ数年,磁性体のラマン効果の理論を主にしてきた｡ 絶縁体に関 し
ては理論的には一段落 した所であるが,金属の場合にはま･た興味をもっている｡
I
ただ し,現在では実験がほ とん ど無いので,あまb先走ることはひかえているO
金属に興味をもつのは,ラマン散乱IjE限るわけでほを く,本来は電子相聞,革
に金属絶縁体転位,極在モーメン トの問題を眉標にしているのである｡ これ ら
の問題埠ス ピンのゆらぎの概念 と密接に結びついてお b,-この方向か ら糸口を/
つか もうとい うのであるo この前段階 として,反強磁性にちかh金属のス ピン
のゆらぎを論 じた｡ とにか く何でも遠い^であD,time scaleが短いので
不確定性原理によb当然高エネルギーの状態が多 く混っているのである｡ した
がって,彼のまわ Dには常に活気があふれているのである｡
石川は,CoF12 のマグノン,エキγ トンのエネルギー,及びそれ らに よるラ
マン散乱の計算を行をい,その結果は後に米国で行 希われた実験と驚 くほどよ
く一致 しているo Coイオンのモーメン トには軌道がきいている所が ミソであ
れ 現在 も CoF2 に関する問題を総ざらいにすべ く計算を続けているC 一見伺







微粒子は,最近興味をもつ実験家が多 くをっているので楽 しみにしているO 以
上盛 Dだ くさんの割に実績が上 ら覆いのは,何 でもかそい人だからである｡
(川畑 )
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